
 

令和８年 2 月号 

 

＜３月の予定＞ 
木曜日 5 日、12 日、19 日、26 日       防具組・初級組 17：00～19：00 

土曜日 14 日、21 日、28 日          防具組・初級組 15：00～17：00 錬成部 17：00～19：00 

  ■ 7 日(土)              15 時からの通常稽古は全員お休み（錬成部稽古はあり） 

  ■20 日(祝)                   浦和少年剣道錬成会（サイデン化学アリーナさいたま） 

  ■28 日(土)                   6 年生を送る会 

   

＜４月の予定＞ 
木曜日 2 日、9 日、16 日、23 日、30 日    防具組・初級組 17：00～19：00 

土曜日 4 日、11 日、18 日、25 日          防具組・初級組 15：00～17：00 錬成部 17：00～19：00 

  ■ 4 日(土)                    剣道教室申込み受付（第一回） 

  ■11 日(土)                   一級審査・合同稽古会（大宮武道館） 

  ■18 日(土)                   剣道教室申込み受付（第二回） 

  ■25 日(土)                   剣道教室申込み受付（第三回） 

※状況により中止や稽古場所が変更になることがあります。詳細は随時、Slack にてご確認下さい。 



埼玉大寒稽古でいただいた「お年玉」 

須山 勉 

今年は、年明けから良いことがありました。1 月 5 日早朝、埼玉大寒稽古の初日に参加

した時のことです。 

最近わたしはヒザの調子が良くないので「面つけ」から参加しています。この日も少し

遅れて体育館に入りました。高校の先輩である大内先生がおられたのでごあいさつをし

ていたところ、白髪の男性がやってきました。 

毎年、埼玉大寒稽古でお目にかかる漆畑という先生です。稽古着姿の漆畑先生はわたし

たちを見るや、笑顔で「合格しました！」と言って、真新しい手ぬぐいをプレゼントし

てくれました。 

聞けば、昨年夏の七段審査に、86 歳にして合格を果たされたとのこと。手ぬぐいはその

記念に作ったものでした。 

86 歳。七段に合格するのもスゴイですが、寒稽古に参加されるのもスゴイ。わたしも負

けていられない、年明けから素晴らしい「お年玉」をいただいた、と感じた次第です。 

☆☆☆ 

埼玉大寒稽古に参加するようになって、今年で 17 年目になります。 

最近は「勝ち越し」を目標に参加しています。今年は 12 日間でしたので、別の朝稽古と

交互に参加する形にして、埼玉大のほうは計 7 日間参加させていただきました。特に注

意していることは、参加者が多いので①風邪やインフルエンザにかからない②元立ちと

して頭（メン）を打たせ過ぎない－－の 2 点です。 

①は稽古後の顔洗い、手洗い、うがい、体が冷える前にコートをはおる――を徹底し、

参加期間中はすりおろしたショウガを入れた葛根湯を服用していました。稽古中は、た

とえ風邪をひいている方がかかってきても、圧倒するような発声や気迫を出そう意識し

ていました。おかげで体調を崩すことはありませんでした。②も心がけていたのですが、

やはり後半は首まわりにムチウチのような症状が出てきました。 

元立ちはかかり手をまっすぐ進ませる足さばき、体さばきが求められますし、若い人の

体当たりを受けても崩れるわけにはいきません。休めませんので汗びっしょりになりま

すが、かかり手を次から次へとさばいているうちに「体幹」が鍛えられます。毎年、寒

稽古の後は自分の構えがとても安定する感覚があります。まさに寒稽古の成果と言える

でしょう。 

漆畑先生にいただいた手ぬぐいには大きく「心」「根気」「忍耐」という

文字が染め抜かれていました。わたしには足りないことばかりです。 

今年はこの言葉に少しでも近づけるよう、稽古に励みたいと思います。 
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後援部 加藤健二さん 

（剣道と出会って ～親としての自己紹介～） 

平田さんからバトンを受け取り、「大人のペンリレー」を書かせていただくことになりました。駒場

剣友会でお世話になっております、加藤健二と申します。 

はじめに簡単に自己紹介をさせてください。私は埼玉県さいたま市大宮の出身です。学生時代はス

ポーツに打ち込み、中学では器械体操部に所属し、部⾧を務め、関東大会に出場する機会にも恵ま

れました。当時体も大きかった為、全国では通用しないと判断し、高校では器械体操からテニスに

競技を替え、未経験からのスタートでしたが、副部⾧を任され、県南大会ベスト 16 まで進むことが

できました。競技は違っても、基礎を大切にすること、続けることの意味をスポーツから学んでき

たように思います。 

息子の翼が駒場剣友会で剣道を始めてから、まだ 7 か月ほどしか経っていません。正直に言えば、

稽古にはまだ慣れているとは言えず、毎回が手探りの連続です。気がつけばこの春で小学校を卒業

し、剣道とともに過ごせる小学生の時間もあと 2 か月となりました。 

 

（防具をつけて分かった剣道の難しさ） 

防具をつけ始めたのは、つい最近のことです。垂れ締め、胴着け、面を着け、竹刀を構える姿は、よ

うやく「剣道らしく」見えるようになりましたが、本人にとっては戸惑いの連続だったと思います。

重さや息苦しさ、視界の狭さに慣れず、思うように動けない様子を見ていると、親として心配にな

る場面もありました。 

防具をつけたことで稽古の内容も一段と厳しくなり、「痛かった」「うまくできなかった」と話す日

も増えました。それでも、どんなにできない日でも、先生方は決して急かすことなく、諦めずに声を

かけ、丁寧に指導してくださいました。できないことを責めるのではなく、できたことを見つけて

励ましてくださる姿勢に、親として何度も救われています。 

 

（剣道を通して学んでいること） 

防具を外した後の翼の表情には、不思議と充実感があります。うまくいかなかった日でも、「今日は

ここを教えてもらった」と小さな前進を話してくれる姿を見て、今は技術よりもまず、剣道に向き

合う姿勢を学んでいる段階なのだと感じています。 

親という立場になると、どうしても結果や上達の早さに目が向いてしまいますが、駒場剣友会での

稽古を通して、「続けること」そのものに意味があるのだと気づかされました。小学校卒業を目前に

控え、これから先どのような形で剣道と関わっていくかは分かりませんが、ここで教えていただい

たことは、これからの人生の中で必ず力になると信じています。 

最後になりますが、日々ご指導くださっている先生方、そして駒場剣友会を支えてくださっている

皆さまに、改めて感謝申し上げます。剣道についてはまだ分からないことも多く、親子ともに学ぶ

ことばかりですが、残りの時間もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

剣道はまだこれからという段階ですが、平田さんから受け取ったこのペンリレーのバトンを、同じ

時期に入会した三浦さんへお渡しします。 

大人の“ペンリレー” 



錬成部 徳武和功さん 

 

ナイスガイ飯田さんパパより、ペンのバトンをリレーしました徳武和功(とくたけかずのり)

と申します。 

 

１．剣道との出会い、始めたきっかけ 

娘の羽奏(わかな・小 4)と妻の典江と 3 人で駒剣でお世話になっております。娘と妻から遅

れること 1 年、今年度 5 月の体験教室で駒剣の門を叩かせていただきました。 

 剣道を始めたきっかけは、子どもと妻が鹿児島県種子島に 1 年間離島留学し、そこで剣道に

出会って帰ってきたことによります(詳細は令和 7 年（2025 年）3 月号の妻の記載をご参照く

ださい)。最初の感想は、種子島にまで行って剣道始めてきたの⁈でしたが、理由や状況を聞

いてなるほど、と考えを改めました。九州は剣道が盛んなこと(知りませんでした)、種子島は

人数が少なく野球やサッカー等のスポーツができないこともあり、少ない人数でもできる剣道

をやっている子どもが多いということでした。 

もう一つの理由は後述しますが、学生時代から密かに剣道に憧れを抱いていました。 

 

２．自己紹介 

 さて、一旦剣道との出会いから遡り、自己紹介をさせていただきます。 

 1978 年生まれ、現在 47 歳、⾧野県⾧野市生まれです。大学進学を機に上京しました。少し

珍しい苗字と言われますが、⾧野県北部のご当地苗字です。本人はただのしがないおじさんで

すが、ご先祖様は戸隠神社中社の入り口にある火之御子社と関係があるらしく、神話時代まで

遡り天思兼命(アメノオモイカネノミコト)から繋がる徳武太彦命(トクタケフタヒトノミコ

ト)に始まるらしい(諸説ありそう)です。 

 小学校では、清原選手に憧れ、少年野球に明け暮れました。夢は甲子園、頼まれてもいない

のに坊主頭にして、意味も分からず PL 学園の選手の真似をして胸に手を当てるポーズをよく

していました。 

 進学した中学には野球部がなく、高校で野球をやるためと言う理由で一番走り込みが多いサ

ッカー部に入りました。これが運命のいたずらか、中 3 で J リーグ開幕、華々しい J リーグブ

ームに夢は呆気なく翻意して J リーガーに変わり、高校でもサッカーを続けることになりまし

た。とは言え地方の公立高校のただの一部員、全国大会もプロ選手も縁のない世界でした。そ

んなこともあり、今はどこにでもいる野球大好きおじさんです(今はテレビ観戦専門、ヤクル

トファン)。 

 大学では夏休みのギラギラの太陽の下の走り込みは二度としたくないと言う一心で本格的

なサッカーには別れを告げ、元々好きだったロックンロールの世界へ足を踏み入れました。が、

エリック・クラプトンに憧れて始めたギターは下手過ぎてあえなくクビになりドラムを担当、

今も細々とやっています。 

そんな音楽とバイトに明け暮れ、やっとの思いで卒業した学生時代でしたが、就活中に何げ

なく見ていた週間ベースボールが剣道と繋がるとは・・・。 

 



３．剣道への憧れと余話 

週刊ベースボールである選手が司馬遼太郎の「龍馬がゆく」を読んで一念発起して頑張った、

と言う記事を読み名前くらいしか知らなかった私も読んでみると一気に心を掴まれてしまい

ました。そこから明治維新の歴史にどっぷりとはまってしまい維新関係の本を読み漁り、維新

ゆかりの地、山口県や京都、会津若松、函館五稜郭など、青春 18 きっぷなどを駆使して回る

ほどでした。 

 龍馬は元々は思想家ではなく剣士であり、土佐から江戸へは剣術修行での留学でした。しか

し、留学中の黒船来航等の出来事や人との出会いからこの国のあり方を考えるようになりまし

た。坂本龍馬と桂小五郎(木戸孝允)は剣術の試合で剣を交えており、剣術修行を通じての交流

が後の薩⾧同盟へ繋がる信頼関係の礎として、「龍馬がゆく」の中では描かれています。今の

日本は剣術がなかったら別の形になっていたと言っても過言ではないと思います。現代では学

歴や難関資格が社会的地位に影響を与えている側面があるかもしれませんが、武の力すなわち

剣の力が物を言う武士社会にあって立身出世するには剣の使い手であることは必然であった

ものと思います。 

 ちなみに、坂本龍馬は北辰一刀流、桂小五郎は神道無念流(他には高杉晋作等)、新撰組の近

藤勇、土方歳三は天然理心流とそれぞれが各流派で一流の使い手として一目置かれるととも

に、これらの流派の修行を通じて剣の腕前だけでなく人脈を養いそれが後の維新回天の原動力

ともなりました。そんなこともあり、心の奥底では剣道にずっと憧れていたものの始めるきっ

かけをつかめずにいたこともあり、縁あって剣道と巡り合うことができ嬉しく思っています。 

 東洋の小さな島国である日本も、欧米が産業革命から植民地支配を進める中でも日本を守

り、経済大国として世界を席巻してきました。諸外国に勝る成果をあげられた背景には外国に

は無い武士道つまり剣道に繋がるマインドを日本人が持っていたことと無縁ではないと思い

ます。 

「剣は心なり」、カッコいいフレーズです。皆さんはこの「心」の意味をどう考えますか。 

 

４．これから 

駒剣では、暖かい先生方のご指導と熱心に取り組む駒剣士の皆さんを維新の志士の姿と重

ね、命をかけて維新を遂げた先人剣士の心意気に少しでも近づけるよう稽古に励みたいと思い

ます。 

 まだまだ初級組から防具組に加わったばかりの若輩者です。今後とも皆様のご指導をよろし

くお願いします。 

 

 次は、私と小学生の身⾧差よりも、私との身⾧差の方が大きい、稽古でいつもペアを組んで

くださる身も心も大きくて優しい山下さんパパにバトンを繋ぎます。よろしくお願いします。



162 話 



 


